様式１の２

非常勤職員育児休業承認（期間延長）請求書
　　年　　月　　日　
大分県知事殿
（請求者）

所属
氏名　　　　　　　　　
下記のとおり育児休業の承認（期間延長）を請求します。

	請求内容

該当する□に印
を記入すること　
	□　育児休業の承認（次に掲げる育児休業の承認等を除く。）
□　育児休業の承認（子の出生の日から５７日までの期間内にする育児休業）
□　育児休業の承認（同一の子に係る３回目以後の育児休業）
□　育児休業期間の延長
□　育児休業期間の再度の延長

	
	（特別の事情記入欄）


	請求期間
	年　 月　 日　から　　　　年　 月　 日　まで

	既に承認された
育児休業期間

	年　 月 　日　から　　　　年　 月　 日　まで

	
	年　 月 　日　から　　　　年　 月　 日　まで

	
	年　 月 　日　から　　　　年　 月　 日　まで

	
	年 　月 　日　から　　　　年 　月 　日　まで

	請求に係る子
	氏名
	
	続柄
	

	
	生年月日
	年　　　月　　　日生

	延長・請求予定
	（請求期間の延長予定や２回目以降の請求予定がある場合）

　年　 月　 日　から　　　　年　 月　 日　まで

	請求に係る子の１歳６か月到達日以後における勤務の希望
	  □　請求に係る子の１歳６か月到達日以後においても、引き続き勤務を希望する

	備考
	

	
	


※１　育児休業の承認を請求する場合は、請求に係る子の氏名、請求者との続柄及び生年月日を証明する書類（戸籍謄本・抄本、医師又は助産師が発行する出生（産）証明書、母子健康手帳の出生届出済証明書、官公署が発行する出生届受理証明書などのいずれか）を添付すること（写しでも可）。
※２　子の出生前に請求する場合は、「請求期間」欄は出産予定日以後の期間とし、「請求に係る子」欄の記入及び証明書類の添付は、出生後、速やかに行うこと。
※３　育児休業承認（期間延長）の請求は一の請求につき任用期間の末日を限度とする。任期の満了後も引き続き任用されることに伴い、再度育児休業をしようとする場合にあっては、改めて請求すること。
※４　同一の子に係る３回目以後の育児休業の承認（既に２回の育児休業（育児休業法第２条第１項各号に掲げる育児休業を除く。）を取得した場合のものに限る。）、育児休業期間の再度の延長、非常勤職員の１歳６か月までの子の育児休業の承認又は非常勤職員の２歳までの子の育児休業の承認を請求する場合、「（特別の事情記入欄）」に当該請求をするに至った特別の事情を具体的に記入すること。
※５　「１歳６か月到達日」とあるのは、子の出生の日から５７日までの期間内に育児休業をする場合にあっては、「子の出生の日から５７日間と６月を経過する日」、子の１歳６か月から２歳までの間に育休休業をする場合にあっては、「子の２歳到達日」とする。


